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2027 年３月期 第２四半期（中間期） 決算説明動画 説明概要 

 

本日は、お忙しい中、株式会社マーベラス 2027 年３月期 第２四半期 決算説明動画をご視聴いただき、

誠にありがとうございます。 

 

代表取締役社長の照井でございます。 

 

資料_P.２_目次 

 
本日は、第２四半期の決算概要、セグメント別の状況と今後の展開、通期業績予想の順にご説明させていた

だきます。 
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それでは、第２四半期の決算概要からご説明させていただきます。 

 

資料_P.４_決算サマリー 

 

 

こちらが、第２四半期の決算サマリーとなります。 

 

売上高は、前年同期比 69.3％の 140 億 4,700 万円、営業利益率の改善により、営業利益は、前年同期比

で大きく伸長し、27 億 2,400 万円となりました。 

 

デジタルコンテンツ事業において、前年同期に３タイトルあった基幹タイトルのリリースが当期はなかったため

売上及び売上原価が大きく減少しておりますが、コンシューマゲームの海外インディータイトルのヒットやリピ

ート販売、アニメの二次利用収入など、利益率の高い事業が全社の業績を牽引したことに加え、各種費用が

下期にずれ込んだこともあり、利益面は前年同期から大きく伸長いたしました。 

 

また、７月 31 日に発表いたしました、差金決済型先渡取引に伴うデリバティブ評価益の計上等もあり、経常

利益、当期利益も大きく伸長いたしました。 
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続いて、セグメント別の概況についてご説明いたします。 

 

資料_P.６_セグメント別業績 

 

 

当第２四半期のデジタルコンテンツ事業は、売上高が、前年同期比 53.3％の 66 億 1,600 万円、セグメント

利益は、黒字転換、大幅増益の 13 億 2,900 万円となりました。 

 

アミューズメント事業は、売上高が、前年同期比 92.7％の 55 億 4,400 万円、セグメント利益は、同 85％の 14

億 4,700 万円となりました。 

 

音楽映像事業は、売上高が、前年同期比 100.2％の 18 億 8,700 万円、セグメント利益は、同 152％の７億 

3,500 万円という結果となりました。 
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資料_P.７_デジタルコンテンツ事業_２Q 概況 

 

ここからは、各セグメント別にご説明させていただきます。 

 

まずは、デジタルコンテンツ事業です。 

 

コンシューマゲームでは、Marvelous USA より７月７日に発売いたしました、『Moonlight Peaks』の好調な販売

が継続しております。 

 

また、前期には上期のうちに基幹３タイトルのリリースがあり、大規模な売上・開発費の計上がありましたが、今

期はそれに相当する新規タイトルの発売がなかった一方で、それらを中心としたリピート販売も好調に推移い

たしました。特に『牧場物語 Let’s！風のグランドバザール』については、Nintendo Switch Online の「いっせ

いトライアル」の実施や、PlayStation、Xbox 版の展開もあり大きく収益貢献いたしました。 

 

オンラインゲームにつきましても、『ブラウザ三国志 天』や『ドルフィンウェーブ』など、既存タイトルが堅調に

推移いたしました。 

 

以上の結果、デジタルコンテンツ事業全体としては、減収となりましたが、セグメント利益は大きく回復いたし

ました。 
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資料_P.８_デジタルコンテンツ事業_今後のラインナップ 

 

 

続いて、第３四半期以降のラインナップについてお話しさせていただきます。 

 

基幹タイトルとして、オンラインゲームでは、「閃乱カグラ」シリーズの完全新作『シノビ NEXUS –閃乱カグラ–』

の年内配信を予定しております。こちらは事前登録を開始しておりますが、計画を上回る多くのご登録をいた

だいており、「閃乱カグラ」シリーズに対する皆様の期待の高さを感じております。 

 

コンシューマゲームでは、2027 年２月４日に『朧村正怪奇譚』、2027 年３月４日に、『ETERNAL ANIMA』の発

売を予定しております。 

 

『朧村正怪奇譚』につきましては、引き続き根強いファンの皆様のご期待をいただいております。 

『ETERNAL ANIMA』は、完全オリジナル新作として先月正式発表をさせていただきましたが、発表後は、独

自の世界観やゲームシステム、実績ある開発スタッフによる新作 RPG として、海外の JRPG ファンを中心に

好意的な反応が寄せられております。当社の新たなオリジナル IP として、発売に向けた認知拡大と期待感

の醸成に取り組んでまいります。 

 

また、国内外の子会社からも話題性の高い多数のタイトルをパブリッシング予定です。 

 

ジー・モードからは、年内リリース予定の『配信少女ノ裏垢迷宮』に加えて、2027 年３月４日には『続ポートピ

ア連続殺人事件：忘却の埋葬』の発売を予定しております。 

こちらも先月正式発表をさせていただいたタイトルとなりますが、往年のファンの皆様を中心に驚きと期待の

声が広がっております。 
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第３四半期以降、基幹タイトルをはじめ多くのタイトルのリリースを予定しておりますが、皆様のご期待に応え

られるよう努めてまいります。 

 

資料_P.９_アミューズメント事業 ２Q 概況/今後のラインナップ 

 

続いて、アミューズメント事業です。 

 

当事業におきましては、前年同期における『ポケモンメザスタ』の垂直立ち上げの反動減により減収減益とな

りましたが、ポケモンキッズアミューズメントマシンは引き続き国内外で堅調に推移しております。 

 

国内『ポケモンフレンダ』につきましては、７月に「エクストレジャー１だん」を、９月に「エクストレジャー２だん」

をリリースするなど継続的な新弾の投入に加え、夏休みによる需要拡大に合わせて、施設や店舗とのイベン

トやキャンペーンなどの積極的なプロモーション展開により、新規ユーザーの獲得とマーケットの活性化に努

めてまいりました。 

 

『ポケモンメザスタ』の海外展開につきましても、継続的な新弾投入やプロモーション施策により、展開各地域

での定着、拡大に努めております。 

 

今後におきましても、来月開催されるアミューズメントエキスポへの『ポケモンフレンダ』や『TRYWALL™』の出

展をはじめ、イベントやキャンペーン等、プロモーションを積極的に行い、新規・既存ユーザーの獲得、活性

化に努めてまいります。 
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資料_P.10_音楽映像事業 ２Q 概況 

 

続いて、音楽映像事業です。 

 

第２四半期においては、プリキュア関連では、９月 18 日に公開された『映画名探偵プリキュア！不思議な庭

と 2 人の秘密』が、シリーズ最速での興行収入 10 億円突破となる大ヒット上映となっております。また、TV シ

リーズ、映画ともに、主題歌やサントラ CD の販売も好調な推移となっております。 

 

テレビアニメでは、『鉄鍋のジャン！』を７月から９月まで放送し、こちらも大きく話題となりました。 

 

舞台公演につきましては、シリーズ作品の「ミュージカル『憂国のモリアーティ』」や「ミュージカル『テニスの王

子様』」の最新作の他に、今期の新作となる「舞台『龍が如く』-神室町八犬伝-」を８月に、「ペコポン侵略ミュ

ージカル『ケロロ軍曹』」を９月に公演を行い、それぞれご好評をいただきました。 

 

また、アニメの二次利用収入についても、引き続き非常に好調で、ライブラリ作品の配信や商品化収入が過

去最大規模での収益貢献で推移いたしました。 

 

以上のことから、音楽映像事業全体として増収増益となりました。 
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資料_P.11_音楽映像事業_今後のラインナップ 

 

今後のラインナップといたしましては、活況なプリキュア関連では、ライブイベント『名探偵プリキュア！

LIVE2026 キュアット熱唱！はなまる Showtime☆』を 10 月３日に開催し、こちらも、チケットセールス、グッズ

販売ともに非常に好調な結果となりました。 

 

テレビアニメでは「新テニスの王子様」の新シリーズ、『新テニスの王子様 U-17 WORLD CUP 決勝メンバー

決定戦』が９月から放送を開始しております。 

 

舞台公演では、前期の新作として公演を行った「ミュージカル『PandoraHearts』」を、シリーズとして第２弾の

公演を 10 月に行ったほか、現在公演中の「ミュージカル『新テニスの王子様』」のシリーズファイナル公演を

はじめ、「舞台『刀剣乱舞』」の十周年記念特別公演を予定しております。 

 

また、前作をもって最終章を迎えた『Dancing☆Star プリキュア』の後継となる『カラフルランウェイ！プリキュ

ア』など多数の公演を控えております。ぜひご期待ください。 

 

以上が、各セグメントの概況となります。 
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続いて、今期の通期業績予想につきまして、お話しさせていただきます。 

 

資料_P.13_2027 年３月期_業績予想 

 

上半期の業績は、各利益項目において、通期計画に対して非常に高い進捗となりました。 

一方、下期には『シノビ NEXUS –閃乱カグラ–』、『朧村正怪奇譚』、『ETERNAL ANIMA』をはじめ、グループ

各社からも、複数の有力新作タイトルの発売を予定しております。 

 

各タイトルに対する、ファンの皆様からのご期待も高く、当社としても販売に大きく期待しておりますが、クオリ

ティを重視した開発・リリース計画を進める中で、各タイトルの販売動向や業績への寄与については、今後の

展開によって一定の幅が生じ得ることから、現時点では、通期業績予想を据え置きとさせていただきました。 

 

今後、これらの状況を踏まえ、業績予想の見直しが必要と判断した場合には速やかに公表してまいります。 

引き続き、各事業の収益力向上と事業ポートフォリオの最適化を進め、企業価値の向上に取り組んでまいり

ます。 

株主・投資家の皆様には、引き続き当社グループの今後の事業展開にご期待いただき、ご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

以上をもちまして、決算説明を終了させていただきます。 

最後までご視聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

以 上 


